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佐
藤
　
貴
子 

議
員

職
員
の
法
令
の
遵
守
等

に
関
す
る
条
例

問　
こ
の
条
例
に
「
市
民
等
の

協
力
」
と
い
う
題
目
が
明
記
さ

れ
て
い
る
が
、
条
例
の
理
念
を

市
民
と
共
有
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
周
知
を
す
る
の
か
。

総
務
部
長　
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
折
に
触
れ
て
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
周
知
す

る
。
特
に
「
市
民
と
の
協
力
」

に
つ
い
て
は
、
何
か
を
強
制
し

た
り
、
縛
っ
た
り
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
周
知
し
、
職
員

の
法
令
遵
守
の
推
進
に
目
を
向

け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業

問　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
平
塚

市
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

市
長　
現
在
の
一
極
集
中
し
て

い
る
都
市
構
造
が
二
極
化
し
、

発
展
的
で
安
定
的
な
都
市
構
造

と
な
り
、生
活
利
便
性
の
向
上
、

産
業
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。

問　
な
ぜ
今
、
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

市
長　
今
回
の
市
街
化
区
域
へ

の
編
入
を
逃
す
と
、
人
口
減
少

社
会
と
な
っ
て
か
ら
で
は
現
在

計
画
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
は

難
し
く
な
る
た
め
、ま
さ
に
今
、

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
土
地
区
画
整
理
事
業
を
組

合
施
行
で
は
な
く
公
共
施
行
に

す
る
と
減
歩
率
は
変
わ
る
の
か
。

市
長　
減
歩
率
は
施
行
前
後
の

土
地
利
用
の
差
や
全
体
の
事
業

費
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
、
施

行
主
体
が
組
合
で
も
公
共
団
体

で
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。

問　
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お

け
る
組
合
施
行
と
公
共
施
行
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
伺

う
。

市
長　
一
般
的
に
、
組
合
施
行

の
メ
リ
ッ
ト
は
事
業
期
間
の
短

縮
を
図
れ
る
こ
と
や
、
申
し
出

換
地
な
ど
に
よ
る
柔
軟
な
対
応

が
可
能
な
こ
と
、
地
権
者
の
意

向
を
反
映
し
た
事
業
の
運
営
が

図
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
資
金
難
と

な
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク
が
あ

る
。一
方
、公
共
施
行
の
メ
リ
ッ

ト
は
地
権
者
が
負
担
す
る
リ
ス

ク
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
市
の
予
算
状
況
に

よ
り
事
業
期
間
が
延
び
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
や
、
県
費
補
助

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
。
大
神
地
区
は
組
合
施
行
の

最
大
の
リ
ス
ク
で
あ
る
保
留
地

の
処
分
先
を
準
備
段
階
で
確
保

し
て
お
り
、
減
歩
に
つ
い
て
も

将
来
的
に
上
が
ら
な
い
よ
う
に

清

風

ク

ラ

ブ

坂
間
　
正
昭 

議
員

平
塚
市
総
合
計
画

地
域
力
・
市
民
力

の
取
り
組
み

問　
地
域
活
性
化
に
向
け
、
地

域
や
市
民
へ
の
支
援
体
制
、
人

材
活
用
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

副
市
長　
地
域
の
特
性
を
考
慮

し
、
行
政
の
押
し
付
け
に
な
ら

な
い
よ
う
、
地
域
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
地
域
や
市
民

を
支
援
し
て
い
く
。

環
境
政
策
に
つ
い
て

問　
本
年
度
の
ご
み
処
理
広
域

化
の
取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

副
市
長　
厨
芥
類
資
源
化
施
設

の
整
備
中
止
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
整
備
主
体
の
変
更
に

よ
り
、
平
塚
・
大
磯
・
二
宮
の

「
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化

実
施
計
画
」を
見
直
し
て
い
る
。

問　
遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
整
備
を
受
け
入
れ
た

際
の
住
民
と
の
合
意
条
件
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
条
件
整
備
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

副
市
長　
近
隣
市
町
と
の
調
整

を
要
す
る
も
の
も
あ
り
、
現
状

を
踏
ま
え
て
地
元
自
治
会
と
協

議
を
重
ね
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

化
の
取
り
組
み

問　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
開

設
に
向
け
て
、
機
能
や
役
割
の

整
理
に
関
す
る
現
状
を
伺
う
。

市
民
部
長　
協
働
推
進
課
、
福

祉
総
務
課
、
中
央
公
民
館
の
3

課
が
連
携
し
、
年
内
に
地
域
に

説
明
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

事
業
評
価
に
つ
い
て

問　
来
年
度
は
、
本
市
独
自
の

事
業
評
価
を
す
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
今
年
の
事
業

評
価
を
踏
ま
え
、
委
員
の
意
見

を
次
の
評
価
へ
つ
な
げ
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
の

取

り

組

み

問　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
地

区
を
存
続
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長　
「
市

街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
方

針
」
に
基
づ
き
、
地
区
計
画
制

度
の
活
用
な
ど
を
視
野
に
入

れ
、
神
奈
川
県
と
の
協
議
や
地

域
の
機
運
の
高
ま
り
を
鑑
み
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

子
ど
も
・
子
育
て

支

援

制

度

問　
こ
の
新
制
度
の
内
容
は
分

か
り
に
く
い
の
で
、
保
護
者
に

対
し
て
制
度
の
周
知
や
説
明
を

し
っ
か
り
と
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
こ
れ
ま

で
幼
稚
園
協
会
や
民
間
保
育
園

連
盟
の
役
員
会
な
ど
で
説
明
を

し
て
き
た
。
ま
た
、
新
制
度
や

子
育
て
情
報
を
特
集
し
た
「
広

報
ひ
ら
つ
か
」
を
発
行
し
、
市

民
へ
の
周
知
を
図
る
。

農
福
連
携
施
策

問　
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
つ

い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
産
業
活
性
化

推
進
会
議
で
産
業
振
興
部
と
福

祉
部
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
農
業
の
新
た
な
働

き
手
の
確
保
と
障
が
い
者
の
自

立
や
就
労
支
援
を
つ
な
ぐ
事
業

の
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
る
。

須
藤
　
量
久 

議
員

教

育

行

政

問　
平
成
26
年
度
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
に
お
け
る
本
市

の
結
果
と
分
析
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
小
学
校

全
教
科
の
平
均
正
答
率
は
、
全

国
が
66
・
２
％
、
本
市
が
62
・

１
％
で
全
国
比
マ
イ
ナ
ス
４
・

１
ポ
イ
ン
ト
。
中
学
校
は
、
全

国
が
64
・
４
％
、
本
市
が
63
・

２
％
で
全
国
比
マ
イ
ナ
ス
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
全
国
平

均
と
比
較
す
る
と
同
程
度
で
、

５
ポ
イ
ン
ト
以
内
の
差
で
あ
る
。

問　

昨
年
度
の
結
果
を
受
け

て
、
分
か
る
授
業
や
魅
力
あ
る

授
業
づ
く
り
を
大
切
に
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
教
員
の

授
業
力
向
上
を
目
的
に
し
た
計

画
訪
問
や
要
請
訪
問
で
の
授
業

研
究
、
授
業
づ
く
り
推
進
員
に

よ
る
公
開
授
業
の
ほ
か
、
研
修

を
目
的
に
し
た
学
校
研
究
推
進

担
当
者
研
修
会
、
研
究
教
室
を

実
施
し
た
。

問　
基
本
的
生
活
習
慣
や
学
習

習
慣
の
確
立
が
学
力
の
定
着
に

は
大
切
で
、
特
に
家
庭
学
習
が

重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
た
の
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
家
庭
学

習
の
習
慣
化
は
小
中
学
校
に
共

通
す
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
た

め
、
各
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ

て
家
庭
学
習
へ
の
取
り
組
み
を

児
童
生
徒
に
指
導
す
る
よ
う
働

き
か
け
た
。
ま
た
、
今
年
度
は

児
童
の
学
習
意
欲
の
向
上
や
基

礎
的
、
基
本
的
な
学
習
内
容
の

定
着
を
図
る
た
め
に
「
自
主
学

習
教
室
」
を
開
催
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
て

問　

東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

は
、
平
塚
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

本
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致

も
含
め
て
、
平
塚
の
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
は
必
要
だ
と
思

う
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上

げ
な
が
ら
、
平
塚
の
魅
力
を
発

信
し
、
平
塚
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
と
い
う
考
え
を
し
っ
か

り
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

自
転
車
を
活
用
し
た

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

問　
本
市
は
自
転
車
を
活
用
し

た
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
的
条
件
に

恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
サ
イ
ク

ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
ツ
ー
ル
・

ド
・
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」

の
開
催
に
つ
い
て
検
討
し
た
ら

ど
う
か
。

社
会
教
育
部
長　
全
市
を
挙
げ

て
の
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
は
、開
催
目
的
や
交
通
規
制
、

推
進
体
制
な
ど
、
幅
広
い
観
点

か
ら
中
期
的
な
構
想
の
検
討
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
提
案
と
し

て
受
け
止
め
た
い
。

る
が
、
２
分
の
１
は
一
般
会
計

の
負
担
と
な
る
。
今
後
も
一
般

会
計
か
ら
の
支
出
あ
り
き
の
病

院
運
営
を
す
る
の
か
、
縮
小
す

る
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
地
方
公

営
企
業
法
に
、
公
立
病
院
と
し

て
の
役
割
、
地
域
医
療
を
確
保

す
る
役
割
を
果
た
す
た
め
、
一

般
会
計
の
負
担
す
べ
き
経
費
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
新
棟
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
法
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
病
院
運
営
に

か
か
る
経
費
10
億
円
と
病
院
整

備
事
業
で
借
り
入
れ
る
企
業
債

元
利
償
還
金
の
２
分
の
１
は
継

続
し
て
市
が
負
担
す
る
こ
と
を

考
え
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ

縮
小
計
画
は
な
い
。
た
だ
し
、

病
院
事
業
は
公
営
企
業
で
あ

り
、
市
が
負
担
す
べ
き
と
規
定

さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
は
、
独

立
採
算
制
の
原
則
に
の
っ
と
っ

た
病
院
経
営
を
進
め
て
い
く
。

市
と
し
て
支
援
を
す
る
こ
と
か

ら
、
リ
ス
ク
は
大
幅
に
軽
減
さ

れ
て
い
る
。

市
民
病
院
の
財
政
基
盤

問　
一
般
会
計
か
ら
毎
年
約
10

億
円
を
「
病
院
事
業
会
計
負
担

金
」
と
し
て
支
出
し
て
い
る
。

市
民
病
院
の
新
棟
建
設
費
用
が

工
期
の
延
長
に
よ
り
増
額
と
な

総
括
質
問

総
括
質
問

決算特別委員会を設置
　９月定例会では、平成25年度の一般会
計・特別会計決算および病院事業決算の
認定を求める議案が市長から提出されま
した。これを受けて、市議会では「決算
特別委員会」を設置し、10月１～３日の
日程で、予算の執行状況や事業の実施状
況などに対する審査を実施。採決では、
全員異議なく、いずれの議案も認定すべ
きものと決定しました。
　審査結果は、12月定例会で報告し、本
会議で認定の可否を審議します。
※決算の概要や審査の詳細は次号のひらつか
議会だよりでお伝えします。

ー決算特別委員会ー
委 員 長　片倉　章博
副委員長　出村　　光
委　　員　数田　俊樹

〃 　渡辺　敏光
〃 　鈴木　晴男
〃 　出縄　喜文
〃 　府川　正明

片倉委員長

９
月
定
例
会
で
は
、
上
程
さ
れ
た
議
案
や
、
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

計
画
、
防
災
・
減
災
対
策
、
子
育
て
支
援
策
な
ど
に
対
し

て
18
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

◆
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。


